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緒 言

ヤドカリ類は，甲殻類の中で宿貝となる腹足類の

巻貝に生活全般を依存する，他に類のない生物であ

る（Asakura・Kikuchi，1984）．ヤドカリ類にとって

の宿貝は，身体のストレス（Bertness，1981）や捕食

者からの防御の役割（Vance，1972b）をもつだけでな

く，生息域に存在する貝殻の量が個体群サイズを規定

し，個体の成長量や繁殖にも影響を与えるなど（朝倉，

2001），種の維持に不可欠である．
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Abstract

The purpose of this paper is to shed light on the utilization of other species’ shells as home shells by 

Dardanus lagopodes in a dead coral area in Suruga Bay，central Japan．The investigation was carried out in 

and around a community of Acropora tumida，by placing seven seventy- to eighty-meter-long marker lines，

during the period of August，2006 until January，2007．Although the shells of eight species were utilized 

by D. lagopodes，96.7 % of the home shells were those of Strombus luhuanus．The population density（n/m2；

mean ± S.D.）of D. lagopodes in rocky seafl oor areas showed the highest value（0.95±1.3），followed by the 

density of 0.86±2.9 in dead coral areas and that of 0.03±0.2 in fl at sand seafl oor areas in the researched site．

The population densities of the rocky seafl oor and the dead coral areas were signifi cantly higher than that 

of the fl at sand seafl oor areas （Welch t-test，p=0.05）．The rate of the shells of S. luhuanus （n=76）occupied 

by the species was 50 % in the rocky seafl oor and the dead coral areas，which was investigated in October, 

2006．The width of the apertures of empty S. luhuanus was 4.8± 1.4 mm（mean ± S.D.）．Shield thickness

（the calcifi ed anterior part of the cephalothorax）of 295 D. lagopodes was equal to or less than 6.0 mm（n=303）．

These results suggest that empty S. luhuanus shells can be utilized as home shells by D. lagopodes．
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本研究で対象としたエダミドリイシ Acropora 

tumida群集は静岡県沼津市久連沿岸において，1996

年の低水温によって多くのエダミドリイシが白化・死

亡した．これに伴い生サンゴの面積は 85%から 40%

に減少した．一方，サンゴ礫地は 15%から 36%に拡

大した．その後，1998年に水温は例年並みに回復し

たが，生サンゴはさらに減少を続け，サンゴ礫地は拡

大した（小坂ら，2001）．このような生サンゴの死亡に

伴うサンゴ礫地の拡大によって，1997年には群集周

辺の砂地からスイショウガイ科マガキガイ Strombus 

luhuanusの加入が初めて確認された．そして 2000年

にはマガキガイはサンゴ礫地を中心に生息するとと

もに毎年新規加入があり，4年級群で構成されること

が明らかとなった（小坂，2000）*1）．その後，マガキガ

イはサンゴ礫地の拡大に伴い個体群サイズを一桁増

大させ，2000年以降は毎年成貝が継続的に死亡する

ことから，空殻が群集内に蓄積している．2005年に

は，マガキガイを宿貝とするヤドカリ類は 2科3属5

種（Table 1）が確認されたが，このうちオイランヤド

カリ Dardanus lagopodesの個体数が最も多く，ヤド

カリ類の 60%を占める（中島，2005）*2）（Table 2）．こ

のことから，マガキガイの空殻の増加とオイランヤド

カリの個体群サイズの増加の関係が示唆されたが，両

種の関係には不明な点が多い．そこで本研究では，オ

イランヤドカリが宿貝としてサンゴ礫地に蓄積したマ

ガキガイをどのように利用しているのかについて明ら

かにすることを目的とした．

材 料 と 方 法

調査海域と対象生物の概略：本研究を実施したエダ

ミドリイシ群集は，静岡県沼津市久連の沖合約100m

の水深5～10m に位置し，面積が約5,000m2 で，周

Table 1 The hermit crabs collected from A. tumida community.

Table 2 Shell utilization of S. luhuanus by the hermit crabs.

＊1）小坂 剛（2000）：駿河湾のエダミドリイシ群集におけるマガキガイ個体群の形成過程．東海大学大学院平成
12年修士論文， 24p．

＊2）中島 匠（2005）：駿河湾のエダミドリイシ群集の変遷にともなうマガキガイ個体群の密度と年級構成の変化．
東海大学大学院平成17年度修士論文，34p．
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囲を砂底に囲まれる．本海域の群集は，造礁サンゴ

の世界的分布の北限に相当する（IUCN，1988）（Fig. 

1）．本海域は，造礁サンゴの生育に不適とされる水温

18℃（Veron，1992）を下回る期間が年間で約5ヵ月に

も及び，冬季の水温は 13℃にまで低下する．さらに

エダミドリイシの上方向への成長量と浮遊懸濁物の堆

積量は，1年で約3.5 cm とほぼ等しく（上野，2000），

低水温耐性の高いエダミドリイシにとっても生育に本

海域は厳しい環境である（峯岸・上野，1995）．

本研究で対象としたヤドカリ科Diogenidae のオイ

ランヤドカリ Dardanus lagopodes （Forska°l，1775）

は，インド洋や西太平洋の熱帯・亜熱帯に分布し，

本邦においても亜熱帯では普通にみられる（奥野･有

馬，2004）．サンゴ礁礁原のやや深い水溜りに生息し，

常に殻口の広い巻貝に寄居するが，まれにイモガイ

（Conidae）を代表とする殻口の狭い巻貝に寄居するこ

ともある（三宅，1982）．

調査方法：調査は原則として月一回 SCUBA 潜水に

よって行った．定量調査に先立ち，2006年8月に群集

内全域で任意にオイランヤドカリを採集した．群集内

に生息するオイランヤドカリの個体数密度を明らかに

するために，2006年9月～2007年1月に群集内と群集

周辺の転石帯と砂地に 70～80mの 7本のラインを設

置して調査した．調査はラインに沿って 5m間隔に

1m2 の方形枠を設置し，枠内に出現した全てのオイ

ランヤドカリを計数して採集した．採集後のオイラン

ヤドカリは殻から取り出して，デジタルノギス（精度

0.01mm）で甲厚を計測した．なお，ヤドカリが利用

していない死殻は空殻として扱った．また宿貝の種類

を同定した後に殻口幅を同様にデジタルノギスで計測

した．また 2006年10月には，オイランヤドカリの個

体数密度調査とともに，同一地点の 85m2 からオイラ

ンヤドカリとマガキガイの空殻を採集した．採集した

マガキガイ殻は同様に殻口幅をデジタルノギスで計測

した．

結 果

オイランヤドカリの宿貝別甲厚組成

2006年8月の群集内で任意に採集したオイランヤド

カリ74個体と 2006年9月～2007年1月に定量的に採

Fig. 1 Index maps showing the location of the research site in Suruga bay，central Japan.
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集したオイランヤドカリは合計303個体であった．こ

れらのオイランヤドカリが宿貝として利用していた

貝殻は 7科7属8種であった．調査期間中に採集され

た 303個体のオイランヤドカリのうち，96.7 % にあた

る 293個体がマガキガイを宿貝として利用しており，

次いでナツモモ Clanculus margaritariusとフトコロ

ガイ Euplica scriptaの 0.7 ％，その他4種が計1.9％

であった（Fig. 2）．また甲厚2mm以上のオイランヤ

ドカリ288個体はウラシマガイ Semicassis bisulcata 

persimilisを宿貝としていた 1個体を除き，全ての個

体がマガキガイを利用していた．一方，甲厚2mm以

下のオイランヤドカリ15個体は，マガキガイとウラ

シマガイを除く 5科5属6種を利用していた．このこ

とから，甲厚2mm以上のオイランヤドカリはマガキ

ガイ殻を選択的に利用している可能性が示唆された．

オイランヤドカリの個体数密度

2006年9月～2007年1月に調査した面積は転石帯

が 76m2，サンゴ礫地が 197m2，砂地が 173m2 であっ

た．オイランヤドカリの個体数密度（平均±標準偏差，

n/m2）は転石帯で 0.95±1.3（n=72），サンゴ礫地で 0.86

±2.9（n=170），砂地で 0.03±0.2（n=5）であった（Fig. 

3）．転石帯とサンゴ礫地では個体数密度に有意差はな

かったが，転石帯とサンゴ礫地は砂地と比較して有意

に高かった（Welch t-test，p=0.05）．

マガキガイ殻の利用

2006年10月の調査で 85m2 から採集したマガキガ

イ殻は 76個体であり，このうち空殻は 38個体であっ

た．採集したマガキガイ殻のうちオイランヤドカリ

の利用率は，転石帯で 47.1％（8個体），サンゴ礫地で

55.6％（30個体），砂地で 0％であった（Fig. 4）．した

がって，転石帯とサンゴ礫地ではマガキガイ殻の約

1/2 が利用されていることになるが，一方で，転石帯

とサンゴ礫地のマガキガイの空殻には未だ余裕がある

ことにもなる．ここで，オイランヤドカリが宿貝とし

ていたマガキガイ殻の殻口幅とオイランヤドカリの甲

厚の関係をみると，マガキガイの空殻の殻口幅の平均

±標準偏差は 4.8±1.4 mm であった．すなわち，こ

れらの空殻は甲厚が 6.2mm以下のオイランヤドカリ

であれば，ほとんどの個体が利用できることになる．

オイランヤドカリの甲厚は，293個体のうち 285個体

Fig. 2 Size distribution of shield thickness of D. lagopodes by the home shell.
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Fig. 3 Population density of D. lagopodes inhabited at rocky bottom，dead coral and sand fl at．
  Numerals，vertical bars and circles represent the number of individuals，the standard deviations 

and the means，respectively.

Fig. 4 The rate of the shells of S. luhuanus utilized as home shells by D. lagopodes inhabited at rocky 
bottom，dead coral and sand fl at.
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が 6.0mm以下であった（Fig. 5）．このことは，2006

年10月に採集されたマガキガイの空殻はほとんどが

利用可能な大きさであったことを示している．

考 察

オイランヤドカリの殻利用

オイランヤドカリの個体数密度は，転石帯とサン

ゴ礫地が砂地と比べて有意に高かった．これは，宿貝

として主に利用されているマガキガイがサンゴ礫地を

中心に生息し，大型の成貝が寿命によって死亡するこ

とで，空殻が蓄積することによる（中島，2005）*2）．こ

のことは，ヤドカリ類は生きた巻貝から直接貝殻を奪

うことはできず，その利用可能な貝殻を巻貝の死亡に

一方的に依存している（朝倉，1984）とされることから

も支持されると考えられる．オイランヤドカリが殻口

幅の狭い巻貝を宿貝とすることは稀であるとされてい

るが（三宅，1982），本群集では，オイランヤドカリの

96.7 % が殻口幅の狭いマガキガイを利用しており，宿

貝としてナツモモやフトコロガイなど他の巻貝を利

用していたのは，甲厚2mm以下の個体に限られてい

た．本群集にはマガキガイの成貝とサイズが同等か

それ以上の巻貝としては，ボウシュウボラ Charonia 

lampas sauliae，カコボラ Cymatium parthenopeumや

ハルシャガイ Conus tessulatusなど個体数の少ない種

であって，オイランヤドカリの宿貝として個体群サイ

ズを左右する程の機能はほとんど期待できないと考え

られる．一方，転石帯とサンゴ礫地には，宿貝として

利用可能なマガキガイの空殻が，宿貝として利用して

いる数とほぼ同数存在することが明らかとなった．ヤ

ドカリ類の個体群サイズは利用しうる殻の数量によっ

て制限を受けるとされ（今福，1984），生息域内での空

殻数の増加は，ヤドカリ類の個体数の増加をもたらす

ことが報告されている（Vance，1972a）．本群集では

マガキガイの個体群サイズは増大しつつあり，大型の

成貝の継続的な死亡によって空殻も増加している．こ

れらのことは現在のところ，マガキガイの空殻がオイ

ランヤドカリの個体群サイズの制限要因とはなってい

ないことを示すと考えられる．
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Fig. 5 The aperture width of D. lagopodes by Shield thickness．
  Numerals，vertical bars and circles represent the number of individuals，the standard deviations 

and the means，respectively.
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